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Ⅰ はじめに 

 

１ 改定の趣旨 

本市では、本市の地方版総合戦略である「鈴鹿市まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定す

るための基礎資料として、「鈴鹿市人口ビジョン」を２０１６年に作成し、２０２０年に改定してい

る。 

今回、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）から新たな地域別将来推計

人口（令和５年推計）、内閣府地方創生推進室から「地方版総合戦略の策定等に向けた人口動

向分析・将来人口推計の手引き（令和６年６月版）」が示された。このことから、「地方版総合戦

略の策定等に向けた人口動向分析・将来人口推計の手引き（令和６年６月版）」に基づき、地方

版総合戦略等、本市の政策を立案する上での基礎資料の１つとして、「鈴鹿市人口ビジョン」を

改定した「鈴鹿市人口動向分析・将来人口推計」を作成するものである。 

２ 位置付けと対象期間 

（１） 位置付け 

 本冊は、社人研が推計した地域別将来推計人口を基に、最新の統計を反映した本市の人口

の現状及び将来の見通しを共有するためのものである。 

 また、本冊では、国勢調査(令和２年)の人口を基に社人研が作成した推計人口（以下「パター

ン１」という。）と、住民基本台帳の人口を基に本市独自で作成した推計人口（以下「パターン

２」という。）を掲載し、将来人口推計を示すものである。 

 

（２） 対象期間 

将来人口推計の対象期間としては、２０５０（令和３２）年までとする。 

（参考：策定の背景） 

○ まち・ひと・しごと創生法（平成２６年法律第１３６号）制定 

＜目的＞ 

国民一人一人が夢や希望を持ち、潤いのある豊かな生活を安心して営むことができる地域社

会を形成すること、地域社会を担う個性豊かで多様な人材について、確保を図ること及び地域

における魅力ある多様な就業の機会を創出することの一体的な推進を図る。 

○ 国は、法に基づき、次の２点を閣議決定 

• 人口の現状と将来展望を提示する「まち・ひと・しごと創生 長期ビジョン（令和元年改訂

版）」（令和元年12月20日閣議決定） 

• 今後５年間の政府の施策の方向を提示する「デジタル田園都市国家構想総合戦略

（2023改訂版）」（令和5年12月26日閣議決定） 

○ 地方公共団体は、長期ビジョン及び総合戦略を勘案し、次の２点の策定に努める。 

• 地方公共団体における人口の現状と将来の見通しを提示する「地方人口ビジョン」 

• 地域の実情に応じた今後５年間の施策の方向を提示する「市町村まち・ひと・しごと創生 

総合戦略（地方版総合戦略）」 ※まち・ひと・しごと創生法第１０条 
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Ⅱ 鈴鹿市の人口動向分析 

１ 鈴鹿市の人口動態 

（１）出生・死亡、転入・転出の推移 

本市における２０１４（平成２6）年度から２０２３（令和５）年度の出生・死亡数及び転入・転出

数の推移を見たのが【図表１】から【図表３】である。 

【図表 １】 出生・死亡数、転入・転出数の推移（総人口）  

 

 

【図表 ２】 出生・死亡数、転入・転出数の推移（日本人人口） 
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【図表 ３】 出生・死亡数、転入・転出数の推移（外国人人口） 

 

※ 各図表とも住民基本台帳から作成 
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 鈴鹿市（総人口）の「自然増減（出生数と死亡数の差）」については、２０１６（平成２８）年度以

降、死亡数が出生数を上回る自然減となっている。 

また、２０１８（平成３０）年度以降、転出数が転入数を上回る転出超過となっていたが、 

２０２２（令和４）年度以降、ほぼ横ばいとなっている。【図表１】 

 

 日本人人口は、２０１５（平成２７）年度以降、自然減及び転出超過が続いている。【図表２】 

 

 外国人人口の「自然増減」については、出生数が死亡数を上回る自然増となっている。 

「社会増減」については、２０１４（平成２６）年度、２０１５（平成２７）年度、２０２１（令和３）年度

を除き、転入数が転出数を上回る転入超過となっている。【図表３】 
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（２）家族類型別世帯数の推移 

本市における１９７０（昭和４５）年から２０２０（令和２）年までの家族類型別の世帯数の推移

を見たのが、【図表４】のグラフである。 

 

【図表 ４】 家族類型別一般世帯数の推移 

 

※ 各図表とも国勢調査結果から作成 

 
 

  

28,499 

82,048 

1,884 

27,820 

2,562 

16,417 

13,417 

22,122 

1,459 

6,321 

9,177 9,368 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

1970年 1975年 1980年 1985年 1990年 1995年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

総世帯数 単独世帯 夫婦のみの世帯

夫婦と子から成る世帯 ひとり親と子から成る世帯 その他の一般世帯

 「総世帯数」は常に増加しており、２０２０（令和２）年には約８万２千世帯になり１９７０（昭和

４５）年の約２．９倍に当たる。また、「単独世帯」の増加は顕著であり、１９７０（昭和４５）年

の１４．７倍となっている。 
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（３）年齢別単独世帯数の推移 

本市における２０００（平成１２）年から２０２０（令和２）年までの単独世帯数の推移につい

て、年齢別に見たのが【図表５】である。 

【図表 ５】 年齢別単独世帯数の推移 

 

※ 国勢調査結果から作成（年齢不詳分を除く） 

  

4,539 

4,174 
4,385 

4,057 

3,660 

3,757 

5,671 
5,903 

5,495 

4,657 

2,425 3,157 

3,844 
4,011 

4,467 

1,338 

1,667 

2,164 

2,767 
2,977 

1,125 

1,688 

2,436 

3,196 

3,859 

0人

1,000人

2,000人

3,000人

4,000人

5,000人

6,000人

7,000人

2000年 2005年 2010年 2015年 2020年

30歳未満 30～49歳 50～64歳 65～74歳 75歳以上

 ３０歳未満及び３０～４９歳の単独世帯数は２０１０（平成２２）年から減少傾向にある。一方

で、５０歳以上、特に、６５歳以上の増加傾向が著しく、高齢者の単独世帯が増えている。 
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２ 鈴鹿市の自然動態 

（１）合計特殊出生率の推移 

合計特殊出生率の推移について、全国・三重県・鈴鹿市の推移について見たのが【図表６】、

全国・都道府県・鈴鹿市の２０２２（令和４）年の合計特殊出生率について、高い順に並べ比較し

たのが【図表７】のグラフである。 

【図表 ６】 合計特殊出生率の推移（全国・三重県・鈴鹿市） 

 

 

※ 全国・三重県の合計特殊出生率は、厚生労働省の「人口動態統計」から作成。 

※ 本市の合計特殊出生率は、１９９５（平成７）年までは厚生労働省「人口動態特殊報告」、 

２０００（平成１２）年、２００５（平成１７）年、２０２２（令和４）年は三重県の「人口動態」、 

２０１０（平成２２）年以降（２０２２（令和４）年除く）は三重県鈴鹿保健所の「保健所年報」から作

成。 
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 全国的に合計特殊出生率は、２００５（平成１７）年を底に、上昇傾向にあったが、２０１５

（平成２７）年以降、下降傾向にある。 
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【図表 ７】 ２０２２（令和４）年 合計特殊出生率（全国・都道府県・鈴鹿市） 

 

※ 全国・三重県は厚生労働省「人口動態統計」から作成 

※ 鈴鹿市の合計特殊出生率は、三重県の「人口動態」から作成 

  

1.70

1.45 1.40

1.26

1.04

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

沖
縄
宮
崎
鳥
取
島
根
長
崎
鹿
児
島

佐
賀
熊
本
福
井
大
分
山
口
富
山
香
川
鈴
鹿
市

長
野
滋
賀
徳
島
山
梨
三
重
広
島
和
歌
山

岡
山
愛
媛
石
川
岐
阜
高
知
愛
知
静
岡
福
岡
山
形
群
馬
兵
庫
福
島
茨
城
新
潟
全
国
奈
良
青
森
栃
木
大
阪
岩
手
秋
田
千
葉
京
都
埼
玉
神
奈
川

北
海
道

宮
城
東
京

 本市の合計特殊出生率を各都道府県と比較すると、全国平均を上回って推移しており、 

２０２２（令和４）年は１．４５と三重県平均に比べ０．０５ポイント高くなり、都道府県別に見て

も全国１４位と前回作成時（２０１７（平成２９）年：全国３０位）よりも順位を上げている。 
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（２）合計特殊出生率と未婚率の推移 

１９８５（昭和６０）年から２０２０（令和２）年までの三重県及び本市の合計特殊出生率と未婚

率（２０～４９歳）の推移を示したのが【図表８】及び【図表９】である。 

 

【図表 ８】 合計特殊出生率と未婚率の推移（三重県） 

 

【図表 ９】 合計特殊出生率と未婚率の推移（鈴鹿市） 

 

※ 各図表とも国勢調査結果から作成 
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 未婚率について、三重県・鈴鹿市ともに男女で上昇傾向にある。 
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（３）性別・年齢階層別未婚率の推移 

１９８５（昭和６０）年から２０２０（令和２）年までの国勢調査による本市の男女別、年齢階層別

の未婚率の推移を見たのが【図表１０】及び【図表１１】である。 

 

【図表 １０】 年齢階層別未婚率の推移（男性） 

 

  

91.1%

93.9%

57.9%

71.9%

22.4%

46.2%

9.9%

33.8%

4.3%

28.6%

2.6%

24.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

1 9 8 5年 1 9 9 0年 1 9 9 5年 2 0 0 0年 2 0 0 5年 2 0 1 0年 2 0 1 5年 2 0 2 0年

鈴鹿市（男）

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳



- 10 - 
 

【図表 １１】 年齢階層別未婚率の推移（女性） 

 

※ 各図表とも国勢調査結果から作成 
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 未婚率は１９８５（昭和６０）年以降、男性では３０～４９歳で著しく上昇している。【図表１０】 

 一方、女性では２５～２９歳で著しく上昇している。【図表１１】 
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３ 鈴鹿市の社会動態 

（１）概 要 

 ① 整理方法 

  ２０1４（平成２６）年度から２０２3（令和５）年度までの過去１０年間における住民基本台帳

を基に、年度別に本市における転出入の状況について以下のとおり整理を行った。 

 

 ② 項目 

  ・ 年齢階級別の人口移動状況（過去１０年間） 

  総人口 

  年少人口 

  生産年齢人口 

  老年人口 

 ・ 生産年齢人口の日本人人口移動状況 

  過去５年間・・・２０19（令和元）年度から２０２３（令和５）年度 

 ・ 生産年齢人口の外国人人口移動状況 

  過去５年間・・・２０19（令和元）年度から２０２３（令和５）年度 

 ・ 生産年齢人口の男女別人口移動状況 

  過去５年間・・・２０19（令和元）年度から２０２３（令和５）年度 

  ・ 都道府県別の人口移動状況 

  過去５年間・・・２０１９（令和元）年度から２０２３（令和５）年度 

      ２０２３（令和５）年度 

 ・ １５～４４歳における地域ブロック別の人口移動状況 

      過去５年間・・・２０１９（令和元）年度から２０２３（令和５）年度 

  ・ 県内市町別の人口移動状況 

  過去５年間・・・２０１９（令和元）年度から２０２３（令和５）年度 

  ２０２３（令和５）年度 

 

③ その他、留意事項 

「地域ブロック別の人口移動状況」の図表における、地域ブロックの区分は以下のとお

り。 

 

北海道・東北： 北海道、青森、岩手、宮城、秋田、山形、福島 

北関東：      茨城、栃木、群馬 

東京圏：      埼玉、千葉、東京、神奈川 

中部：        新潟、富山、石川、福井、山梨、長野、岐阜、静岡、愛知 

関西：        三重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山 

中国：        鳥取、島根、岡山、広島、山口 

四国：        徳島、香川、愛媛、高知 

九州・沖縄：   福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島、沖縄 

※ 三重県は、関西ブロックから抜き出した形で集計している。 
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（２）最近の年齢階級別の人口移動状況【（総転入数）－（総転出数）】 

２０１４（平成２６）年度から２０２３（令和５）年度までの人口移動について、年齢階級別に見

たのが【図表１２】である。 

また、０～１４歳（年少人口）、１５～６４歳（生産年齢人口）、６５歳以上（老年人口）別に見た

のが【図表１３】から【図表１５】で、１５～６４歳（生産年齢人口）の過去５年の人口移動を詳細に

示したのが【図表１６】から【図表１９】である。 

 

【図表 １２】 年齢３区分別の人口移動状況 

 

 

【図表 １３】 年少人口（０～１４歳）の人口移動状況 
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【図表 １４】 老年人口（６５歳以上）の人口移動状況 

 

 

【図表 １５】 生産年齢人口（１５～６４歳）の人口移動状況 

 

※ 各図表とも住民基本台帳を基に作成 
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 生産年齢人口の転入超過、転出超過数の全体に占める割合は、いずれの年も大きい。 

【図表１２】 

 年少人口の人口移動は、過去１０年間において、転出超過の状況である。【図表１３】 

 老年人口の人口移動は、過去１０年間、２０１９（令和元）年度、２０２２（令和４）年度を除

き、転入超過の状況にある。【図表１４】 

 生産年齢人口の人口移動は、２０１８（平成３０）年度以降、転出超過となっている。 

【図表１５】 
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【図表 １６】 生産年齢人口（１５～６４歳）の人口移動状況（日本人） 

 

 

【図表 １７】 生産年齢人口（１５～６４歳）の人口移動状況（外国人） 

 

※ 各図表とも住民基本台帳を基に作成 
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 過去５年における生産年齢人口の人口移動において、日本人は転出超過となっている一

方、外国人は転入超過となっており、外国人の人口移動が下支えとなっている。 

  
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【図表 １８】 生産年齢人口（１５～６４歳）の人口移動状況（男性） 

 

 

【図表 １９】 生産年齢人口（１５～６４歳）の人口移動状況（女性） 

 

 

※ 各図表とも住民基本台帳を基に作成
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 生産年齢人口（男性）について、過去５年間において転出超過となっており、２０代及び３０代

の移動が多い傾向にある。【図表１８】 

 生産年齢人口（女性）について、過去５年間において転出超過となっており、２０代の転出超

過が顕著である。【図表１９】 
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（３）最近の都道府県別の人口移動状況 【（総転入数）－（総転出数）】 

２０１９（令和元）年度から２０２３（令和５）年度までの期間で、本市からの人口移動を都道府

県別に示したのが【図表２０】から【図表２１】である。 

 

【図表 ２０】 過去５年間（２０１９（令和元）年度→２０２３（令和５）年度）における 

人口移動数（合計） 

 

 

  

  501 人～ 

  101～500 人 

  0～100 人 

  ‐1 人～‐100 人 

  ‐101 人～‐500 人 

  ‐501 人～ 

 

 

鈴鹿市へ転入者が多い都道府県 上位５位

1位 三重県 14,575人

2位 愛知県 5,035人

3位 大阪府 1,428人

4位 東京都 1,003人

5位 岐阜県 925人

鈴鹿市から転出者が多い都道府県 上位５位

1位 三重県 15,129人

2位 愛知県 5,725人

3位 東京都 1,672人

4位 大阪府 1,409人

5位 神奈川県 947人
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【図表 ２１】 ２０２３（令和５）年度における人口移動数 

 
※ 各図表とも住民基本台帳を基に作成 

 

 

  

 ２０１９（令和元）年度から２０２３（令和５）年度までの過去５年間の人口移動数では三重

県、愛知県、東京都、神奈川県に対しての転出超過が大きい。一方、その他の道府県に

ついては、転入・転出超過が１００人以内に留まっている。【図表２０】 

 ２０２３（令和５）年度１年間における人口移動数は、愛知県、東京都、神奈川県に対しての

転出超過が大きい。【図表２１】 

 

  101 人～ 

  21～100 人 

  0～20 人 

  ‐1 人～‐20 人 

  ‐21 人～‐100 人 

  ‐101 人～ 

 

 

鈴鹿市へ転入者が多い都道府県 上位５位

1位 三重県 2,924人

2位 愛知県 1,027人

3位 大阪府 247人

4位 東京都 216人

5位 静岡県 203人

鈴鹿市から転出者が多い都道府県 上位５位

1位 三重県 2,868人

2位 愛知県 1,114人

3位 東京都 365人

4位 大阪府 292人

5位 神奈川県 190人
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（４）特定年齢階級における地域ブロック別の人口移動状況 

 ２０１９（令和元）年度から２０２３（令和５）年度の特定の年齢層（１５～４４歳）における人口 

移動について、地域ブロック別に示したのが【図表２２】である。 

【図表 ２２】 １５～４４歳・地域ブロック別の人口移動の状況 

 
 

※ 住民基本台帳を基に作成 
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 進学・就職・転職・結婚等のタイミングで転出入数が多く、２０１９（令和元）年度から２０２３（令

和５）年度の過去５年間においては、いずれの年も転出超過が続いている。 

 東京圏は、いずれの年も転出超過となっている。最も移動数の多い県内移動については、ほ

ぼ均衡した状況となっている。 
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（５）最近の県内市町別の人口移動状況 【（総転入数）－（総転出数）】 

２０１９（令和元）年度から２０２３（令和５）年度までの期間で、本市からの人口移動を三重県

内市町別で示したのが【図表２３】から【図表２４】である。 

【図表 ２３】 過去５年間（２０１９（令和元）年度→２０２３（令和５）年度）における 

人口移動数(合計)  

 

 

 

  

 

鈴鹿市へ転入者が多い県内市町 上位５位

1位 四日市市 4,824人

2位 津市 3,561人

3位 亀山市 1,765人

4位 松阪市 865人

5位 桑名市 655 人

鈴鹿市から転出者が多い県内市町 上位５位

1位 四日市市 5,117人

2位 津市 3,905人

3位 亀山市 2,222人

4位 桑名市 670人

5位 松阪市 627人

  201 人～ 

  100～200 人 

  0～100 人 

  ‐1 人～‐100 人 

  ‐101 人～‐200 人 

  ‐201 人～ 
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【図表 ２４】 ２０２３（令和５）年度における人口移動数 

 

 

 

 

 
※ 各図表とも住民基本台帳を基に作成 

  

 過去５年間では，隣接する亀山市，四日市市、津市などへの転出超過の傾向が強い。一方

で，松阪市，伊勢市，志摩市など，中南部に位置する市町からの転入超過の傾向が強い。

【図表２３】 

 ２０２３（令和５）年度１年間における人口移動数については，四日市市をはじめとする北部市

町への転出超過となっている一方、松阪市や伊勢市など中南部市町からの転入超過が見

受けられる。【図表２４】 

 

鈴鹿市へ転入者が多い県内市町 上位５位

1位 四日市市 1,015人

2位 津市 713人

3位 亀山市 338人

4位 松阪市 199人

5位 桑名市 127人

鈴鹿市から転出者が多い県内市町 上位５位

1位 四日市市 1,061人

2位 津市 663人

3位 亀山市 403人

4位 桑名市 135人

5位 松阪市 128人

  41 人～ 

  21～40 人 

  0～20 人 

  ‐1 人～‐20 人 

  ‐21 人～‐40 人 

  ‐41 人～ 
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Ⅲ 人口の将来推計 

 

１ 将来推計人口 

（１） 推計条件 

  本市における２０２０（令和２）年から２０５０（令和３２）年までの将来推計人口について、 

社人研の「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」で提供されたデータを基に、国勢

調査と住民基本台帳を基準人口として推計した。 

なお、本市における将来推計人口は、住民基本台帳に基づく推計（パターン２）とする。 

分 類 推 計 条 件 

パターン１ 

（社人研推計） 

○ 日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）で提示さ

れた推計値 

○ 推計の出発点となる基準人口は令和２年の国勢調査

の結果（令和２年１０月１日時点）を利用 

○ 仮定値も令和２年の国勢調査の結果を踏まえて設定 

パターン２ 

（本市独自推計） 

○ 基準人口を住民基本台帳上の人口（令和２年３月末

時点）とし、推計に用いる仮定値が社人研推計に準拠

したもの 

 

（２） 鈴鹿市の人口の長期的見通し 

【図表 ２５】 鈴鹿市の人口の長期的見通し 

 

※社人研が作成した日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）及び本市独自推計から作成 
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157,095 

199,488 

163,741 

150,000

160,000
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パターン１

パターン２

 本市の総人口は、国勢調査結果及び住民基本台帳ともに、依然として減少傾向にある。

社人研推計によると、２０５０（令和３２）年では、１５７，０９５人と予想され、２０２０（令和２）

年の人口から約３．９万人の減少が見込まれる。一方、住民基本台帳に基づく本市独自の

人口推計でも、約３．６万人の減少が見込まれる。 
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推計結果別の人口構造 

 

 

 

 

  

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年

（令和2年） （令和7年） （令和12年） （令和17年） （令和22年） （令和27年） （令和32年）

総数 195,670 187,922 183,491 178,065 171,688 164,617 157,095

0～14歳 24,261 20,223 17,543 16,234 15,956 15,212 13,927

15～64歳 120,525 114,838 110,387 103,193 92,338 84,980 79,991

65歳以上 50,884 52,861 55,561 58,638 63,394 64,425 63,177

うち75歳以上 25,171 30,767 32,849 32,908 34,011 36,113 40,363

総数 199,488 192,053 188,132 183,238 177,377 170,861 163,741

0～14歳 26,087 21,747 18,719 16,993 16,782 16,107 14,826

15～64歳 123,617 118,491 115,175 108,800 97,776 90,067 84,737

65歳以上 49,784 51,815 54,237 57,445 62,819 64,687 64,178

うち75歳以上 24,566 29,823 32,221 32,332 33,159 35,389 40,178

パターン１

パターン２
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（３） 国・三重県・本市の推計比較 

２０２０年を１００とした場合の2050年までの総人口、年少人口（０～１４歳）、生産年齢人

口（１５～６４歳）、老年人口（６５歳以上）の社人研の将来推計について、国・三重県と比較し

た。 

【図表 ２６】 国・三重県・鈴鹿市における総人口見通しの比較 

 

【図表 ２７】 国・三重県・鈴鹿市における年少人口の見通しの比較 
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【図表 ２８】 国・三重県・鈴鹿市における生産年齢人口の見通しの比較 

 

【図表 ２９】 国・三重県・鈴鹿市における老年人口の見通しの比較 

※ 国勢調査結果、社人研推計から作成 

 

 

 本市における総人口の減少幅は、国より大きいが、県より小さい。【図表２６】 

 本市における年少人口の減少幅は、国及び県より大きい。【図２７】 

 本市における生産年齢人口の減少幅は県と同等で、国より大きい。【図表２８】 

 本市における老年人口の増加幅は、国及び県より大きい。【図表２９】 
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（４）人口構造の人口ピラミッドによる経年比較 

本市の１９９０（平成２）年の年齢別人口と２０２０（令和２）年の年齢別人口、並びに２０５０

（令和３２）年の将来推計人口（年齢別）について、人口ピラミッドで比較したものが【図表３０】

である。また、三重県の２０２０（令和２）年の年齢別人口と２０５０（令和３２）年の将来推計人

口（年齢別）について、人口ピラミッドで比較したものが【図表３１】である。 

【図表 ３０】１９９０年・２０２０年・２０５０年の人口ピラミッド比較(鈴鹿市) 
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【図表 ３１】 ２０２０年・２０５０年の人口ピラミッド比較(三重県)  
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 2020年における本市の人口は団塊世代よりも団塊ジュニア世代が占める割合が大きく、県

と比較しても団塊ジュニア世代の占める割合が大きい。 

 2050年においては、団塊ジュニア世代の高齢化に伴い、県と比べ一層高齢化が進むと予

想される。 
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（５）高齢者（６５歳以上）1人を支える生産年齢人口の推移 

国勢調査結果及び社人研将来推計に基づき、本市及び近隣市（津市、四日市市、亀山市）に

おける生産年齢人口の推移を作成した。 

【図表 ３２】 高齢者（６５歳以上）1人を支える生産年齢人口の推移 

    

亀山市

４．８３人 ２．２０人 １．４４人

１９９０年 ２０２０年 ２０５０年

四日市市

６．４１人 ２．３７人 １．５８人

１９９０年 ２０２０年 ２０５０年

津市

５．６１人 １．９６人 １．３５人

１９９０年 ２０２０年 ２０５０年

鈴鹿市

６．９０人 ２．３７人 １．２７人

１９９０年 ２０２０年 ２０５０年
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Ⅳ まとめ 

 

 これまでの鈴鹿市の人口動態及び将来推計により、整理される事項は以下のとおりである。 

 

 住民基本台帳データを基にした推計によると、総人口は２０５０（令和３２）年までに１６万

３，７４１人まで減少すると予想される。 

 

 団塊ジュニア世代の高齢化、年少人口及び生産年齢人口の減少に伴い、2050（令和３２）

年頃には、より一層高齢化が進むと予想される。 

 

 自然増減について、自然減が増加傾向にあり、合計特殊出生率の低下及び未婚率の上昇

が要因として考えられる。 

 

 社会増減について、社会減が増加傾向にあり、生産年齢人口、特に２０代女性の転出超過

が顕著である。進学や就職時の転出、転勤による若い世代の東京都・愛知県への転出が

依然として見受けられるほか、県内の隣接市町へ流出傾向にある。一方、生産年齢人口に

おける外国人人口は転入超過となっており、本市における人口減少の下支えとなってい

る。 
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